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令和７年度 第４回第７期松本市地域づくり市民委員会 会議要旨 

 

開催日時 令和７年８月２１日（木曜日） 午後１時３０分から午後３時００分まで 

開催場所 大手公民館 大会議室 

出席者（敬称略） 

委員 古田成志（委員長）、降旗都子（副委員長）、野村委員、一ノ瀨委員、永塚博、塩原

敏宏、堀川聡子、百瀬壽、竜田大輝、金正玉、櫻井美智代、赤羽勝、木藤永子、中

島麻衣、櫻井利彦 

事務局 地域づくり支援課 地域づくり支援課長 上條智久 

 地域づくり支援担当 課長補佐 床尾拓哉 

 主任 中條克明、主事 稲場毅人 

 市民活動推進担当  事務員 児玉悠香 

若者参画課    若者参画課長    坂上浩美 

  若者参画担当    主事 小山雄聖 

 

１ 開会 

（委員長 古田成志） 

 

２ あいさつ 

（委員長 古田成志） 

 

３ 会議事項 

⑴ 令和７年度若者チャレンジ応援事業補助金の審査結果について 

（説明 若者参画課） 

※ 審査結果詳細については非公開 

 

⑵ 地域づくりに関する市の取組みについて 

（説明 地域づくり支援課） 

 

⑶ ワーキンググループによるグループワーク 

ア グループテーマをもとに地域の現状を話合い、その背景及び課題を検討 

番号 
グループ

テーマ 
地域の現状 「現状」の背景・課題 

① 

持続可能な

自 治 組 織

（町会）の

あり方 

・  地域コミュニ

ティの活力低下 
・ 少子高齢化、人口減少による地域の衰退 

・ 役員の担い手不

足、負担感の拡大 

・ 後継者育成が思うように進まない。 

・ 人材不足からなる役員の固定化 

・ 役員業務が可視化されていない。 

・ 業務負担感が多く、やりがいが無い。 

・ 自治活動、地域活

動への無関心 

・ 町会活動に対する不透明感（町会加入によ

るメリット・デメリット、役員の業務等） 

・ 隣近所等との関係性の希薄化 
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番号 
グループ

テーマ 
地域の現状 「現状」の背景・課題 

② 

幅広い住民

の地域参加

の促進 

・ 役員中心・高齢者

偏重 

・ 会議等が平日日中に開催されることも多

く、現役世代は仕事との両立が困難 

・ 町会役員は一度引き受けると辞められな

くなることが多く、担い手が高齢者に偏る

傾向にある。 

・ 多様な意見を反

映する機会の不足 

・ 役員以外が町会に意見を伝える機会が乏

しい。 

・ 若者の中には、意見を言うと仕事を押し付

けられることを恐れ、あえて何も言わない

人もいる。 

・ 情報発信不足 

・ 興味のある内容以外、回覧板を見ない。 

・ 高齢者はＳＮＳに不慣れなため、デジタル

による情報発信が困難 

③ 

多様な主体

との協働の

推進 

・ 市内で活動する

ＮＰＯに関する情

報が不足 

・ ＮＰＯの活動に関する行政の一元的な情

報収集が不足 

・ 長期的な伴走支

援体制が未整備 

・ 行政職員の人事異動が短期化しているこ

とによる継続的な伴走支援体制の低下 

・  地域と企業の

マッチングが不足 

・ ＮＰＯの活動と地域側のニーズが乖離 

・ 地域と連携し事業を行うことに対する企

業側のインセンティブが不明確 

 

イ グループワークの振返り（古田委員長） 

提言書の執筆にあたっては、先行事例の調査及びデータ等による客観的な裏付けが必

要になるため、そのような点も意識して今後のグループワークを進められたい。 

 

⑷ その他 

（説明 事務局） 

・ 事務連絡について 

 

（以上） 


